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厚生科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

総括研究報告書 

 

行動科学に基づく対象者別リスクコミュニケーションの手法の開発と評価  

 

研究代表者 吉川肇子 慶應義塾大学商学部 教授 

 

 研究要旨 一般国民を対象として、行動科学に基づき、リスクコミュニ

ケーションが促進される手法の開発を行い、実施した上で手法の評価を行

う。開発にあたっては、国民の年代や性別、価値観、ライフスタイルなど

の要因を考慮してセグメント化を行い、それぞれの対象別に重要な食品安

全に関する情報の検討も行う。成果として、教育ツールと、それを活用可

能な実施マニュアルを併せて提出する。 

平成 24 年度は、主として次の 3 つのことを行った。①対象者のセグメ

ント化のための調査を行った。②リスク・コミュニケーション・ツール

を制作した｡具体的には、魚毒を理解できるような教材を作製し、評価を

行った。また、リスクコミュニケーションと食中毒について説明するた

めのパワーポイントの改善を行い､自治体等に配布した。③リスクコミュ

ニケーションのさまざまな手法について､実験的に検討を行い､効果的な

手法を検討した｡ 

 

 

研究分担者  

分担研究者  

竹村和久  早稲田大学文学学術院

・教授  

楠見孝  京都大学大学院教育学研

究科・教授  

花尾由香里 富士大学経営学部・准教

授 

 杉谷陽子 上智大学経済学部・准教授 

 

Ａ．研究目的  

 一般国民を対象として、行動科学に基

づき、リスクコミュニケーションが促進

される手法の開発を行い、実施した上で

手法の評価を行う。開発にあたっては、

国民の年代や性別、価値観、ライフスタ

イルなどの要因を考慮してセグメント化

を行い、それぞれの対象別に重要な食品

安全に関する情報の検討も行う。成果と

して、教育ツールと、それを活用可能な

実施マニュアルを併せて提出する。 

 

Ｂ．研究方法  

本研究の主たる成果物である手法の開

発のために以下の 6 つの課題を行った。 

(1)  リスクコミュニケーションの手法

と理論の整理  

食品のリスクコミュニケーション

手法についての資料および文献を国

内外で広く収集し、整理した。手法に

ついては、理論的な視点からの検討を

行った。従来の説得的コミュニケーシ

ョン理論や、公衆衛生分野で行われて

いる行動変容の手法について、体系化

を試みた。  

(2)  対象者の調査  

対象者の特性に応じたリスクコミ

ュニケーションを設計するために、

対象者のリスク認知やライフスタイ

ルを調査した。これらのことをマー

ケティングの研究手法を用いて調査
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を行った。  

(3)  提供情報の検討  

提供すべき食品安全 (リスク )情報

は、この分野の専門家 (地方行政官な

ど )を研究協力者として参画してもら

って検討をすすめた。  

(4)リスクコミニケーションツールの

作成  

リスクコミニケ -ションツールとし

て、自治体、民間団体等が使用するこ

とが可能なプレゼンテーション資料

等を、食中毒について作成し配布し

た。  

(5)WEB 上での情報提供の検討  

近年インターネット上の情報提供

においては、企業や行政のような組

織があたかも 1 人の人間であるかの

ような情報発信が行われている。例

として Facebook や Twit ter があげら

れる。これらは即時性や親しみやす

さを考えれば、リスクコミュニケー

ションのツールとして有望である。

適切な発信方法にはどのようなもの

があるかをインターネット研究の視

点から検討を行っている。  

(6)手法の効果の測定  

手法の評価を行った。特に、情報

の信頼性を評価するなどの批判的

に検討するスキルや態度や食品リ

スクリテラシーが事前事後に変化

するかどうかは重要な評価項目と

なっている。  

 

(倫理面への配慮 )  

ヒトを対象とする調査及び実験の実施

にあたっては、行動科学研究の世界標準

であるアメリカ心理学会の倫理規定を遵

守した。  

 

Ｃ．研究結果 

平成 24年度の成果は以下の通りであ

る。 

(1)  消費者のセグメント化については ､2

つの研究を行った｡研究①では，対象

者別のリスクコミュニケーション手

法を開発するため，昨年度に引き続

き，食品のリスク認知の傾向，情報

収集行動，食品購買時の対処行動，

リスクコミュニケーションへの参加

意図等から一般消費者をクラスター

化するための調査を行った。その結

果，消費者の特性によって，リスク

認知の程度や参加意識が異なること

が明らかになった。  

 具体的には､3 つのクラスターに分

けられた｡クラスター１（高感度層）

は、全体の約 44%であり、食品添加物、

化学汚染物質、ウイルス等、様々な

物質・食品に対する不安度が高く、

食品の安全性に対して強い関心をも

つ人々であった。リスクコミュニケ

ーションへの参加意識も高く、日頃

から、マスメディアやインターネッ

トを利用して情報収取を行っている

傾向がある（特に、SNS を利用した情

報 収 集 を 行 っ て い る 傾 向 が 見 ら れ

た）。食品の購入や飲食に対しても

日頃から注意を払っている傾向があ

る。 

クラスター２（中感度層）は、４

３．４ %であった。特徴としては ､各

物質や食品全般に対する不安度は高

くないが、安心感も持っていない。

リスクコミュニケーションへの参加

意識はあまり高くないが、マスメデ

ィアによるリスク情報には注意を払

っている傾向がある。マスメディア

で話題になっている物質や食品に対

するリスク情報の提供を望む傾向が

ある。 

クラスター３（低感度層）は、１

２．６％であった。食品の安全性に

対する不安感はほとんどなく、関心

度が極めて低い層。リスクコミュニ

ケーションへの参加意識も低く、食
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品の安全性に関する情報に注意を払

っていない。食品の購入や飲食に対

しても気を使っていない。マスメデ

ィア等の情報にも注意を払っていな

い傾向があるので、優先度の高いリ

スク情報を提供する場合のコミュニ

ケーション手法が課題である。 

  研究②では，個人の不安傾向と食品

の リ ス ク 認 知 と の 関 連 性 を 探 る た

め，特性不安尺度（新版 STAI）を用

いて個人を分類し，食品の安全性に

対する不安度，リスク情報の探索行

動，物質の認知度等の違いについて

調査を行い検討した。その結果，特

性不安が高い人と低い人とでは，食

品の安全性についての関心や情報収

集の傾向に違いがみられ，食品のリ

スク認知の程度に影響を及ぼしてい

ることが示唆された。  

 

(2)  牛 肉 の 生 食 に つ い て の リ ス ク 認 知

が、保健所からの異なるタイプの広報

資料によって、いかに変化するかを実

験的に検討した。大学生参加者は、専

門的知識が高い医学部とその他の学部

生に分かれた。広報資料は保健所のホ

ームページ掲載された 3 種類のパンフ

レット（詳細な記述、要約的記述、子

ども向き記述）のいずれかを呈示した。

牛肉の生食に関するリスク認知は、広

報資料呈示の事前事後で実施し、あわ

せて、批判的思考態度尺度、食品リス

クリテラシー尺度を実施した。また、

広報資料についてのわかりやすさなど

の評定とその内容と記述の仕方に関す

る感想の自由記述を求めた。その結果、

参加者の食品リスクに関する専門的知

識がリスク認知を高めること、広報資

料はリスク認知と高めること、 3 タイ

プの広報資料は、詳しさとわかりやす

さに対応した効果を持つことが明らか

になった。  

 

(3)食品のリスク (昨年度はキノコ毒､

本年度は魚毒 )についての教材を作成

した｡成果物については､日本科学未来

館や学校等に教材として提供した｡  

また、 23年度に作成した説明会用のパ

ワーポイント資料を地方自治体の関係

部局に提供した上で､改良を進めた (資

料参照 )｡  

 リスクコミュニケーションそのもの

についての説明スライドでは、多様な

意見があるということを象徴するため

に､デザインの異なる椅子をイラスト

に配置した統一デザインを作製した｡

また、食中毒についての解説の細部を

よりわかりやすくするために説明文の

修正を行った｡  

 使用場面に応じて配色を選べるよう

に､上記パワーポイントは 3つの配色を

用意した｡いずれの配色でも色覚しょ

うがいがあっても見づらくならないよ

う配慮してある｡  

 

(4)  amebablog、 twi t ter、 yahoo!知恵袋

などに書き込まれた食品リスクに関

する情報を収集し、内容分析を行っ

た。その結果、短時間かつ短文でコミ

ュニケーションが行われる twi t ter で

は、同じ意見の者同士が共感を強めあ

うプロセスが多く認められる一方、

yahoo!知恵袋のように長文かつ時間を

かけて会話が交わされる場合、意見が

対立する者同士が深いディスカッシ

ョンを行うという特徴があった。  

そこで､オンライン・ディスカッショ

ンを通じて、食品リスク認知がどの

ように変化したかについて、パイロ

ットスタディを実施した。具体的に

は、1 週間および 1 時間のオンライン

・ディスカッションが、食品リスク

認知にどう影響を与えるのかを検討

した。  
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 先行研究からは、オンライン・ディ

スカッションを通じて、自らの考えを

実行に移すことやリスキーシフトが

生じるのではないかという予測を立

てたが、実験ではディスカッションに

よって態度の確信度が変化すること

もなく、また、必ずしもリスキーシフ

トは起きていなかった。  

  平均値の変化に関する結果からは、

牛肉の生食については、食中毒事件が

世間を騒がせたこともあり、多くの消

費者が関心を持って新聞記事を読ん

だり、ディスカッションに参加してい

た様子が観察された。興味深いのは、

１時間のディスカッションでは牛肉

の生食意向が上昇するのに対し、 1 時

間のディスカッションでは、牛肉の生

食に対する抵抗感が増していたとい

う点である。ディスカッションで他者

の意見に触れることで、牛の生食がよ

り身近に感じられることで、食べても

よいという感覚が上昇したという予

測ができる。一方で、 1 週間時間をか

けて吟味すると、問題が身近になった

だけではなく、様々な情報を吟味する

余裕があったので、結果として慎重な

結論に達するというようなプロセス

が生じたのかもしれない。また、Ｎ数

が少ないため有意にはならないもの

の、SNS 参加頻度が高い人ほど、食品

リスクの知識が豊富で、生食に抵抗が

高いという相関関係も見出されてい

る。その点から考察すると、 1 週間か

けたディスカッションでは、生食に否

定的な意見を持つ人がより積極的に

活発に発言をした結果、参加者全体が

生食に慎重な意見にシフトしたとい

う可能性もある。  

  一方で、鶏肉については、すべての

変数で有意な効果が得られず、ディス

カッションの影響もみられなかった。 

 

(5) 多次元尺度構成法によるイメージ

マッピング、コルクボード・インタビ

ュー、因子分析という３つの方法を用

いて専門知識を有する人々と学生を中

心とする一般の人々との間におけるリ

スク認知の違いについて検討を行い、

分析の方法論を開発した。また、一般

市民に対する同手法の検討も行いつつ

ある。さらに、食品に関する意思決定

課題を大学生に行わせて、意思決定者

の情報探索方略も分析した。  

アイカメラを用いた研究では、一方

は食品安全に関してリスクがあるが致

命的なリスクは無い選択肢と、もう一

方は致命的なリスクがある選択肢の二

つのうちどちらかを選択しなければな

らない状況におかれた場合、人々がど

のような意思決定をするのかを明らか

にすることを検討した。本研究では、

「レバー」、「ホウレンソウ」、「コ

メ」、「水」、「レタス」、「キノコ」

の６つの食品群を実験刺激として使用

した。本研究の結果から、実験参加者

は、致命的なリスクを負わない食品 A

よりも致命的なリスクを負う食品 B を

選択した者は、特に「中国産」という

情報をより注視していたことがわかっ

た。食品ごとに、よりリスクの低い決

定ができた者とできなかった者の注視

回数の差がある程度認められたという

ことは、食品安全リスクに関する情報

の提示の仕方によって、安全な選択が

促進可能なことを示唆していると考え

られた。 

 

Ｄ．考察 

 対象者のセグメント化、およびリスク

コミュニケーション手法については ､興

味深い成果が得られた｡特に､アイカメラ

やコルクボードなど、新しい分析手法を

用いたところは本研究の特色である。 

   

Ｅ．結論 
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当初の計画通り研究が進行した。来年

度は、本年度の研究結果を基に、対象者

別の効果的な手法について、教材や手法

の評価を進める予定である。  

また､本年度のキノコ毒、本年度の魚毒

だけではなく、他の食品リスクについて

の教材も順次作製していく。  

 

F.健康危険情報 

 該当なし 
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ける探究的学習活動の効果 日本教育
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